
さんま通信
厚生中央病院の理念

１． 私たちは、心の通った温もりを感じる
医療を目指します。

２．私たちは、組合被保険者ならびに地域
の人々の健康と福祉に貢献します。

３．私たちは、病院機能の充実を図り、
サービス向上のため日々研鑽します。
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　骨系統疾患は数多くあり、低フォスファターゼ症は希少疾患とされていますが、

潜在している患者数がかなり多く、一般診療で見逃されていることがしばしばあ

ります。

　大きな後遺症をおこすこともあり、治療法が開発されtreatableな疾患となって、

見逃してはいけない疾患となってきています。ALPL遺伝子機能喪失型変異が原因

で、アルカリホスファターゼ活性が低下し、骨あるいは歯での不完全な石灰化を

特徴とします。胎児期から骨の石灰化がみられず死産となる重症例から、老年期

で下腿の病的骨折となる軽症例にまで幅広い臨床像を示します。

　臨床症状は、易骨折、歯の喪失、筋肉痛、頭痛など、全身性に様々な症状を伴い、18歳以降に初発症

状を認める成人型HPPも多く存在します。成人型ですが、骨軟化症に、関節痛や筋肉痛も頻度は高く、

筋力低下や慢性疲労をていし、抑うつや睡眠障害も多く、約3分の1の患者で抗うつ薬を服用していると

されます。歯の異常が全面にでることもあります。

　血液検査では血清ALPの低下し、典型例は骨X線で骨の低石灰化、

骨折周囲の石灰化がみられます。

　遺伝形式は常染色体潜性遺伝と常染色体顕性遺伝の2種類があり、

診断は遺伝子検査が必要です。

　この２年間で当院ではドックの患者を中心に14例が見いだされ、

一部の患者では酵素補充療法を行っています。

低フォスファターゼ症 ― 身近に潜む希少疾患 ―
臨床遺伝専門医　河島 尚志
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　乳癌は、日本人女性の悪性疾患で最も多く、現在では9人に1人が乳癌になると言われています。検診の普
及により、早期発見が進んでいる一方で、再発予防や長期的なフォローアップが重要な課題となっています。
　当科では、乳癌をはじめとした乳腺疾患の診断と治療を専門的に行っております。乳腺専門医が在籍し、
都内の大学病院と連携して、最新のエビデンスに基づいた医療を提供しています。
　初診の患者様には、必要に応じて、マンモグラフィー・乳房超音波検査・
細胞診・針生検を行い、迅速かつ正確な診断を心がけています。
　乳癌の薬物療法は、病期と乳癌の特性に基づき、ホルモン療法・化学療法・
分子標的薬などを組み合わせて行います。手術は、根治性と整容性を考慮して、
術式の選択を行っておりますが、乳房切除（全摘）を行う場合には形成外科
と連携し、乳房再建を行う体制を整えております。
　乳癌検診で異常を指摘された方、しこりや乳頭分泌など気になる症状があ
る方は、どうぞお気軽にご相談ください。

　当院に形成外科が設置され、３年目を迎えました。近隣の先生方からは平素より患者様のご紹介を頂きま
して誠にありがとうございます。形成外科では、身体に生じた組織の異常や変形、欠損、あるいは整容的（み
ため）な不満足に対して、あらゆる手法や特殊な技術を駆使し、機能のみならず形態的にもより正常に、よ
り美しくする治療を行っています。
　各医院、各科からよくご依頼を受ける内容について、ご紹介いたします。

全診療科 けが、熱傷、褥瘡などのご依頼を受けています。専門的なアプローチでより早くよりキズあ
とが残りにくくなるような治療を行っています。

皮膚科

皮膚腫瘍摘出術や陥入爪のご依頼を受けています。腫瘍摘出は、キズあとが目立たぬような
切開ラインでアプローチし、変形を最小限にするための局所皮弁を用いた手術など、整容性
に配慮した手術を行っています。病理結果により正確な診断をしています。陥入爪は根治療
法などの依頼も受けています。

乳腺科

乳癌患者さんの乳房再建や、乳頭乳輪再建のご依頼を受けています。再建希望の患者さんが
いらっしゃる場合はご紹介下さい。
陥没乳頭の治療も形成外科で行っており、形態修正のみならず、炎症予防、今後の授乳機能
の改善にもつながります。

婦人科 帝王切開後などのケロイド予防や治療のご依頼を受けています。状態を見極めてベストな
治療を選択しています。

整形外科 関節部の手術後の瘢痕修正のご依頼を受けています。関節部は肥厚性瘢痕になりやすく、
手術的な修正と保存的な治療を組み合わせて目立ちにくいキズにします。

眼科 眼瞼下垂の相談のご依頼を受け、下垂の状態に応じて手術を選択します。
耳鼻科 鼻骨骨折のご依頼を受け、局所麻酔下で整復可能な顔面骨骨折のみ取り扱っております。

小児科 先天性疾患、イチゴ状血管腫、異所性蒙古斑などのご相談を受けています。治療の選択・
時期を適切に伝え、その時期まで外来フォロー致します。

　先生方と私共で連携することで、患者さんお一人お一人がより生活しやすくなるよう『患者さんの生活の
質 "Quality of Life" 』の向上に貢献できればと思います。上記に該当するような患者さんがいらっしゃれば、
ぜひご紹介下さい。皆様のお力になれるよう努めます。

乳腺外科のご紹介

形成外科のご紹介

乳腺外科　寺岡 冴子

形成外科　小宮 貴子
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　当院は、患者さんにとって最適かつ良質な医療を提供するため
には「安全」という土台がなくてはならないと考えています。
　医療安全管理室は、副院長を室長とし専従の医療安全管理者（看
護師）、感染管理認定看護師、専任の安全管理担当医師、医薬品安
全管理責任者（薬剤師）、事務員（医事課）などで構成され、医療
の質の向上と事故・過誤の防止を目的とした取り組みを日々行っ
ています。
　医療安全情報の周知、院内外で発生したインシデントの報告に
より、現場での再発防止策のサポートや助言、医療安全文化醸成
のために定期的な職員研修、部門間の円滑な連携と組織横断的な
仕組みを作るなど、より安全な医療を提供できるような体制づく
りに努めています。
　医療安全は患者さんやご家族のご協力も不可欠です。例えば、
患者さん間違い防止のために、お名前を名乗っていただく、書類
の名前確認をしていただくなどがございます。医療安全のため、
ご協力をお願い申し上げます。

医療安全管理室のご紹介
医療安全管理者　薬丸 紀子

当院のICTの取組み

　感染制御チーム（Infection Control Team：ICT）は、患者さんやご家族、医療従事者など、病
院内にいるすべての人を感染から守るために様々な活動をしています。
　チームは医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・事務の多職種で構成され、専門的な知識・技術・
経験を用いて、問題となる感染症の発生状況を把握し、根拠に基づいた感染防止対策を実践できる
よう組織横断的に活動します。近年は院内だけでなく、近隣の病院やクリニック、高齢者福祉施設
等と連携し、地域での感染防止対策の活動も行っています。
　感染症の流行状況によってマスク着用の徹底や手指消毒などをお願いすることがあります。
　「感染しない・させない」ように今後も尽力いたします。

感染管理認定看護師　佐々木 圭子

活動内容 
•定期的な院内ラウンド
• 抗菌薬使用状況の把握と適正使用への啓蒙・
介入

•医療関連感染、職業感染防止のための職員教育
•感染症発生時の対応
•サーベイランス
•細菌の分離状況の把握とフィードバック

•院内感染防止対策マニュアルの作成・改訂
• 針刺し切創･曝露対策やワクチン接種など
職業感染防止対策の実施
•感染防止に関する相談対応と指導・教育
•地域連携病院とのカンファレンスと相互ラウンド
•近隣の病院･施設への講習会
•行政との連携
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＊＊＊看護師等、随時募集しております。詳しくは当院ホームページをご覧下さい。＊＊＊

発行元：総合病院 厚生中央病院　経営企画広報室
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救急指定病院

　永久ストーマ保有者は、全国に約21万人いると推計されています1）。
ストーマ造設後の排泄管理には特別な技術を要するため、ストーマ保
有者がセルフケアを獲得し社会生活に復帰できるためには、術後に新
たな技術を習得し、多くの課題を乗り越える必要があります。そのた
め、当院では、皮膚・排泄ケア認定看護師が２名在籍し、スタッフ
ナースと共に個別の状態に合わせたケアを指導・提案、勉強会の開催
等をしています。
　ストーマケアには、ストーマ装具や専用用具の購入が必要不可欠です。身体障害者福祉法に
より条件を満たす方は、ストーマ装具給付制度を使用する事ができます。給付制度を受けるた
めには、永久造設のストーマの方が「身体障害者手帳」の交付を受けることでストーマ装具や
用品の購入費用の一部補助を受けることが出来ます。所得制限がある事やお住まいの区や市町
村により月額の基準額は異なります。現在、物価の高騰により製品の多くが値上げしている現
状があります。そのため、約30年据え置かれていた給付基準が見直され、新宿区を契機に、
日常生活用具給付券におけるストーマ装具給付基準額が増額されました。ストーマ装具代理店
（MPI）によると、区によって金額差はありますが、新宿区と港区で消化器系は最高の13,000
円（4,142円増）、尿路系は港区と千代田区で最高の15,000円（3,361円増）に増額されました
（図）。これにより、利用者は装具や関連商品の選択肢が広がり、ストーマケアがより快適にな
ることが期待されています2）。他の地域でも、順次、給付基準額の増額がされていますので、
各自治体に確認されてみてはいかがでしょうか？

ストーマ装具給付基準額が見直され始めていますストーマ装具給付基準額が見直され始めています
皮膚・排泄ケア特定認定看護師　高島 絵理子

ご存じですか？

参考・引用文献
１）安藤他「日本における消化管ストーマの造設・閉鎖に関する実態調査」

日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会誌　40巻2号p. 46-61（2024年6月号）
２）MPI　STORE（エム・ピー・アイストア）　ストーマ装具の給付基準額が増額（続報）
https://mpi-store.com/2025_7_2/

図. 調査報告書提出と給付基準額増額の状況（2025年7月時点）


